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序 章

第1節 研 究 の 目的 ・意 義

1.研 究 の 目 的

この 研 究 の 目的 は,r婦 人 之 友 』 誌 とい う 一一つ の 資 料 の 分 析 を と お して ,① 大iE期 を 中

心 とす る デ モ ク ラ シ ー 期 の 都 市 の 「中 流 住 宅 」 の 住 生 活 の 実 態 を あ き らか に し,② 都 市

「中 流 階 層 」 の 「主 婦 」 た ち の住 居 観 を あ き らか にす る こ と に よ って ,生 活 者が この 時 期

の 住 様 式 の 変 容 過 程 に ど うか か わ った か を考 察 す る こ とで あ る。

2.研 究 の 背 景

(1)「 中 廊 ド形(型)」 住 宅 様 式 と 「居 間 中心 形(型)」 住 宅 様 式 の 融 合

明 治20年 頃 か らの 住 生 活 の 洋 風 化 に は,め ざ ま しい もの が あ り,ヒ 流 階 層 で は 外 国 人技

師 の 手 に な る洋 館 住 宅 を もつ もの もで て くる。 洋 館 住 宅 は,は じめ の 頃 に は煉 瓦 造 や 右造

が 主流 で あ っ た が,し だ い に広 ま って 明 治 時 代 中 期 に は 木造 の 洋 館 住 宅 も建 て られ る よ う

に な る 。

そ して,明 治 時 代 中 期 以 降 に は伝 統 的 な和 風 住 宅 の 改 良 の 問 題 に つ い て の議 論 が お こ っ

て い る。 雑 誌 や新 聞 な どに,洋 風 住 宅 と比 較 しな が ら,和 風 住 宅 の 問 題 人1叉を述 べ た もの が

み られ る よ うに な る。① 日本 の伝 統 的 住 宅 は,客 間 に 重 きを お い て い るが,家 族 の常 住 の

場 で あ る居 間 や 台 所 を 重視 す べ きで あ る ② 部屋 の通 り抜 け を廃 止す べ きで あ る ③ 洋 風

の 文物 の 影 響 を受 けて,服 装 や住 まい の起 居 様 式 が 重 に な って い る 腰 掛 け を川 い るべ

きで あ る な どの点 が指 摘 され て い る。

や が て,都 市 に つ とめ 人 層 が増 えて くる と,彼 らは都ll∫ 「中 流 階 層 」 とい う ・つ の あ た

ら しい階 層 を構戒 す る よ うに な る。 経 済 的 に は 決 して 裕 福 とは い え な い が,比 較 的 知 的 レ

ベ ルの 高 い都 市 「中 流階 層 」 の人 た ち は,洋 風 の あ た ら しい生活 に強 い あ こがれ を いだ き,

合理 的 な生 活 を求 あ,好 ん で 洋 風 を と り入れ て い く。 生 活 の 洋風 化 へ の 関心 は急 速 に広 ま
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り,住 生 活 の 面 で も活 発 な議 論 が展 開 され る よ うに な る。 都 市 の 「中 流 階 層 」 の 人 た ち を

対 象 に した あ た ら しい住 宅 も積 極 的 に提 案 され る。 『建 築 雑 誌 』 に も,「 和 洋 折 衷 住 家 」

と題 して 「中 流 階 層 」 向 け の 住 宅 が提 案 され た り,オ ー ス トラ リア の 軽 便 な 住 宅 が 紹 介 さ

れ た り もす る。 ア メ リカ か ら直 輸 入 した組 立住 宅 を販 売 す る住 宅 専 門 店 「あ め りか 屋 」 も

開 店 され る。 「あ め りか屋 」 の 店 主 橋 口信 助 は 後 に 「住 宅 改 良 會 」 を組 織 し,機 関 誌 『住

宅 』 を発 刊す る 人物 で あ る。

大1}1時 代 に 入 る と,都 市 の 「中 流 階 層 」 の 人 た ち を対 象 に した住 ま い に つ い て の 議 論 は

ます ます 活 発 に な り,住 宅 博 覧 会 や,設 計 コ ソペ も頻 繁 に 催 され る よ うに な る。 お もな も

の を あ げ る と,文 部 省 主催 の 「生 活 改 善 展 覧 會 」(1919),「 平 和 記 念 東 京 博覧 會 」(1922),

阪 急 桜 ヶ 丘の 「住 宅 改 造 博 覧 會 」(1922),日 本 建 築 協 会 の 「改 良 住 宅 圖 案 懸 賞 競 技 設 計 」

(1921)な どの 他,報 知 新 聞 や 大 阪 朝 日新 聞 社 や 住 宅 改 良 會 主 催 の コ ソペ(1915～1919)な ど

で あ る。

こ の 時 期 の 住 宅 様 式 の 変 容 過 程 を,木 村 徳 國 が 多 くの 資 料 を駆 使 して 克 明 に 分 析 し,

『日本近 代 都 市独 立 住 宅 様 式 の成 立 と展 開 に関 す る史的 研 究 』(1959)と して ま とめ て い る。

この 論 文 は,住 宅 は も と も と 「家 屋 」 と 「生 活 」 の 複 合体 で あ り,住 宅 を歴 史的 に み て い

くた め に は,家 屋 形 式 だ け で は な く,住 宅 様 式 の概 念 を確 立 す る こ とが 大 切で あ る と指 摘

し,住 宅 様 式 の 発 展 の プ ロセ スに,住 宅 観=生 活 思 想 が 大 き くか か わ って い る こ と を具 体

的 に 示 した 大 論 文 で あ る。

そ の 論 文の な か で,木 村 徳 國 は1916(大 正5)年 に 「中廊 下 形(型)」 住 宅1)様 式 が 成 立

し,1922(大 正11)年 に 「居 間 中 心 形(型)」 住 宅1)様 式 が 成 立 した が,1931(昭 和6)年 頃

に,こ の 両 者 が融 合 す る2)と 述 べ,融 合 の理 由 に つ い て は,当 時 「中廊 下 形(型)」 住 宅

様 式 は 「住 み 良 き」 住 宅 様 式 と して,「 居 間 中 心 形(型)」 住 宅 様 式 は 「あ りた き」 住 宅

様 式 と して 存 在 して い た の で,「 両 住 宅 様 式 の 普 及 に 伴 う 『様 式 の弛 緩 』 」3)に よ り,融

合 す るの は 当然 の こ とだ と説 明 して い る。 融 合 型 の 住 宅 の 平 面 図 は,図0-1に 示 す と

お りで あ り,一 部 に洋 風 を と り入 れ て い る とは い う もの の,平 面 図 の 型 と して は,「 中廊

下 形(型)」 住 宅 様 式 に近 い もの で あ る。r居 間 中心 形(型)住 宅 」 様 式 が 「あ りた き」

住 宅 様 式 と して 存 在 しな が ら,普 及 ・定 着 しな か った の は ど う して だ ろ う,と 考 え た の が

筆 者 の 素 朴 な疑 問 で あ り,こ の 研 究 へ の 出 発 点 で あ った 。

そ の 後,西 山 夘 三 が,さ らに 多 くの 資 料 を重 ね て,日 本 の 住 ま い の 歴 史 を描 き出 した4)

の を は じめ,最 近 で は,内 田青 蔵,町 田玲 子 な どが,わ が 国 の近 代 住 宅 史 の 成 果 を あ げ て
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図0-1「 中廊 下 型」 住 宅 様 式 ・ 「居 間 中心 型 」 住 宅 様 式 の成 立 と両 用 式 の融 合

木村 徳 國 日本近 代 都 市独 立 住宅 様 式 の成 立と展 開 に関 す る史的 研 究(1959)よ り作成

一3-

1



い る。 しか し,「 居 間 中心 形(型)」 住 宅 様 式 が そ の ま まの か た ちで は定 着 せ ず ,昭 和 時

代 初 期 以 降 も 「中廊 下 形(型)」 住 宅 様 式 を基 本 に した融 合 型 の住 宅 様 式 が定 着 し,そ れ

が現 代 の住 まい に も大 ぎ く影 響 を与 えて い る,と い うこ とは現 在 で は定 説 とな って い る。

内 田青蔵 も 「あめ りか屋 」 の 商 品 住 宅 を中心 に,西 洋館 の和 風 化 とい う視 点 で ま とめ て い

る5)。

「中廊 下形(型)」 住 宅 様 式 と 「居 間 中心 形(型)」 住 宅 様 式 は ,い くつ か の点 で ま っ

た く異 な る構 成論 理 を もって お り,そ れ らが 「様 式 の弛 緩 」 で融 合す る とい う考 え 方 に は
,

筆 者は納 得 す る こ とがで きず,こ の時 期 の住 様 式 の変 容 過 程 を毎 日生活 して い る生 活 者 の

住居 観 と関連 させ て 考'察 した ら ど うな るか と考 え た。

(2)住 様 式 の 変 容過 程 へ の 生 活 者の か か わ り

きた
与謝 野 晶 子 が,た か らか に"山 の動 く 日來 る"と,『 青踏 』 創 刊 号 の 巻 頭 を か ざ った(1911

年9月1日)頃 に は,文 学 や 芸 術 の 世界 だ け で は な く,日 常 生 活 の 面 で も封 建 的 な イ エ制

度 に も とつ く家 庭 像 をみ な お し,あ た ら しい 生 活 様 式 を 求 め る女 性 た ち の 声 が昂 ま って い

た。 都 市 の 「中 流 階 層 」 の 「L婦 」 た ち は ,日 本 の 気 候 風 上 に 根 ざ した伝 統 的 な 生 活 様 式

を 大 切 に しつ つ も,洋 風 の 生 活 に強 い あ こが れ を い だ き,積 極 的 に これ を と り入 れ よ うと

した。 大 止時 代 に 入 る と,多 くの 展 覧 会 や 博 覧 会 な どが 開 催 され ,導 門 家 に よ る活 発 な議

論 が展 開 され,反 封 建 的 な家 庭 像 が 描 か れ,あ た ら しい住 宅 や 生 活 用 具 な どが提 案 され た
。

彼 女た ち は,惇 門 家 の議 論 や提 案 を歓 迎 を も って 受 け と め ,好 ん で あ た ら しい 生 活 を求 め

よ うと した の で,人II{時 代 か ら昭 和 時 代 の は じめ に か け て
,住 生 活 の改 善 も大 き く進 ん だ。

伝 統 的 な和 風 住 宅 の 玄 関 脇 に 洋 風 の 応 接 室 を もつ 和 洋 折 衷 住 宅 が 目を引 くよ うに な り
,立

ち働 きの しや す い 台 所 も研 究 され る。 しか も こ う した 一一つ ひ とつ の 実 践 的 な住 生 活 改 善 が

個 人 の レベ ル に と ど ま るの で は な く,新 聞 や 雑 誌 に も と りあ げ られ ,社 会 的 な 関 心 と して

注 目 され る よ うに な った の で あ る。 こ こに ,こ の時 代 の特 徴 が あ る。 橋 口信 助 も,「 住 宅

改 良 會 」 の機 関 誌 『住 宅 』 の 発}二IJにあ た って,「 主 婦 層 も讃 め る家 庭 雑 誌 の 香 りの す る住

宅 專 門 雑 誌 」 と述 べ て お り,生 活 者 の 日常 生 活 に 根 ざ した 実 践 的 な体 験 を 大 切 に した 議 論

が 求 め られ て い た こ と が わ か る。
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3.研 究 の 意 義

と ころが,こ の時 期 の住 宅 様 式 の 変 容過 程 に関 す る研 究 と して は,専 門 家 の 論 文や 図 集,

競 技 設 計 や 博 覧 会 や 展 覧 会 な どの作 品 を分析 した 報 告 が 多 く,実 際 に生 活 者 が住 み 方 や住

居 観 を もふ くめ て住 様 式 の 変 容 過 程 に ど うか か わ った か とい う点 に関 す る報告 は あ ま りみ

られ な い。 しか し,こ の 「中廊 下 形(型)」 住 宅 様 式 と 「居 間 中心 形(型)」 住 宅 様 式 と

の融 合 の プ ロセ スは,① 専 門 家 の鯉 論 や作 品 が生 活 者 に お よぼ す 影 響 と,② 実 際 の住 み 方

や 生活 者 の住 居 観,の 面 か ら,さ らに あ き らか に され る必 要 が あ る。 なぜ な ら,① 住 宅 は

建 築 の な かで も専 門 家 の理 論 だ け で は な く,実 際 に生 活 す る もの の住 み ノ∫や 住 屠 観 に よ っ

て 発 展 す る とい う性 格 が強 く,実 際 に この時 期 に は 生 活 者 の 積 極 的 で 主体 的 な か か わ りが

み られ るか らで あ り,② この時 期 は,専 門 家 の理 論 や作 品 が,層 と して の 生 活 者 に影 響 を

お よぼ しは じめ た時 期 だ か らで あ る。

第2節 研 究 の 方 法

1.分 析 対 象 年 代

分 析 対 象 年 代 は,大rE期 を 中心 とす る デ モ ク ラ シー 期 と した,,具 体 的 に は 『婦 人 之 友』

誌 創 刊 の1908(明 治41)年 か ら1934(II召 和9)年 まで の27年 間 で あ る。

通 常,政 治 経 済 的 に は 日露 戦 争 の終 わ った1905(明 治38)年 か ら護 憲 こ派 内 閣 に よ る諸 改

革 の 行 わ れ た1925(大 正14)年 まで の21年 間 を,大 正 デ モ ク ラ シー 期 と呼 ん で い るが6),本

研 究 で は政 治 経 済 と い うよ り も,都 市 「中 流 階 層 」 の 住 生 活 をみ る こ と が お もな 目的 で あ

る か ら,1925(大 正14)年 を経 て,文 化 的 高揚 が 生 活 の 中 に定 着 して い く1934(昭 和9)年 ま

で を分 析 対 象 年 代 と し,こ の 期 間 を 大 正期 を 中心 とす る デ モ ク ラ シー期 と呼 ぶ こ とにす る,,

この 期 間 を 分 析 対 象 年 代 と した理 由 に つ い て は,つ ぎの と お りで あ る。

第1の 理 由 は,本 研 究 の 主 要 な課 題 で あ る 『婦 人 之 友 』 誌 読 者の住 居 観,な か で も家 族

の 日常 生 活 の快 適 性 を何 よ りも重 視 す る とい う家 族 本 位 志 向 は,い わ ゆ る人1Eデ モ ク ラ シー

と呼 ば れ る文 化 的 高揚 を背 景 に形 成 され た もの だ と考 え る か らで あ る。

大 正 期 を 中 心 とす る デ モ ク ラ シー 期 は,(平 塚)ら い て うが 青 鞘 社 を結 成 し,『 背踏 』

創 刊 号 を 発 刊(1911年9月1日)し た時 代 で あ り,帝 劇 で 文芸 協 会 が イ プ セ ソの 「人 形 の家 」

を 公演(1911年9月22日)し,社 会 の 反 響 を よん だ 時 代 で あ る。 夏 目漱 石,國 木 田猫 歩 な ど

の 市 民 的 文 学 が お こ り,武 者 小 路 實 篤 や 志 賀 直 哉,有 島 武 郎 らの 白樺 派 が 全 盛 期 を迎 え,

高 村 光 太郎 や 萩 原 朔 太 郎,察 生 犀 星 らが 口語 自由 律 詩 の 新 風 を お こ して い る。 画 壇 で は 横
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ば くせ ん

山大観や下村観 山の 日本美術院(再 興),土 田麦倦 や小野 竹喬 らの国画創作協會 な どが文

つ ね

展 に反 旗 を ひ るが え し,洋 画 家 の 岸 田劉 生 や 中 村 舞 らが活 躍 して い る時 代 で あ る。 自由

で た の しい 童 話 や 童 謡 を満 載 して 児 童 文 化 に 大 きな影 響 を与 え た 『赤 い鳥 』 も発 刊(1918

年7月)さ れ,学 校 教 育 の 面 で も子 ど もの 個 性 を活 か そ うとす る 自 由 な 教 育 が 叫 ば れ ,私

立 の 学 校 もつ ぎつ ぎ と生 まれ て い る(た と え ば,成 城 小 学 校(1917年1澤 柳 政 太 郎) ,自 由

学 園(1921年:羽 仁 も と 子 ・吉 一一),文 化 学 院(1921年:西 村 伊 作),池 袋 児 童 の 村 小 学 校

(1924年),明 星 学 園(1924年:赤 井 米 吉)な ど)。 学 問 の 世 界 で も,哲 学 者 西 田幾 太 郎 や 歴

史学 者津 田左 右 吉や 民 俗 学 者 柳 田國 男 の 独 創 的 な学 問 の骨 格 が で きあ が って い る。 こ う し

た 文 化 的 な 高 揚 に加 えて,普 選 運 動,婦 人 参 政 権 の運 動 ,労 働 争 議 や 小 作 争 議 や 米 騒 動 な

ど を とお して,多 くの民 衆 が政 治 に 直接 か か わ ろ う と して い た 時 代 で あ る。 そ して 何 よ り

も,一 ヒ述 した 文 化 的 な 高揚 や 多 くの 民 衆 的 な運 動 が 日常 生 活 の す み ず み に まで 影 響 して い

た 時 代 で あ る。 『婦 人 之 友』 誌 読 者 の 家 族 本 位 志 向 は ,こ の よ うな 文化 的 高 揚 や 民 衆 的 な

運 動 が 日常 生 活 の す み ず み に まで 影 響 して い た とい う時 代 的 な背 景 の な か で こそ 形 成 され

た もの で あ る。

第2の 理 由 は,研 究 資 料 と して と りあ げ た,こ の時 期 の 『婦 人 之 友』 誌 の 記 事 の 内 容 に ,

あ た ら しい家 庭 生 活 像 を求 め よ うとす る読 者 の 息 吹 の よ うな もの を感 じる か らで あ る。 第

2章 で 詳 し くみ る よ うに,創rll以 来1934(昭 和9)年 こ ろ まで の 『婦 人 之 友 』 誌 の 記 事 に は
,

封 建 性 を み な お し,合 理 的 な家 庭 生 活 を 求 め よ うと い う読 者 の 燃 え る よ うな想 い が 伝 わ っ

て くる もの が 多 い。 と こ ろ が,そ れ 以 降 の もの は ,し だ い に戦 争 色 を帯 び る よ うに な り,

生 活 の こ まか な 工夫 に終 始 す る もの が 多 くな る。 新 しい生 活 を創 造 して い こ う と い う,生

き生 き と した 『婦 人 之 友 』 誌 読 者 の 姿 勢 を人 切 に しな が ら論 をす す め て い きた い か らで あ

るQ

そ して 第3の 理 由 は,わ が国 の住 宅 改 善運 動 が この時 代 に盛 り上 が りをみ せ ,昭 和 時 代

に 入 る と衰退 しは じめ る こ とで あ る。 第3章 で 詳 し くみ る よ うに,明 治 時 代 の お わ りか ら

大 正時 代 の は じあ に か け て,木 に竹 を接 い だ よ うな折 衷 で は な い,真 の和 洋折 衷 を 求 め よ

うとい う議 論 が お こ りは じめ,多 くの 博 覧 会 や 展 覧 会 ,「 住 宅 改 良 會 」 や 「生 活 改 善 同盟

會 」 の活 動 な ど を とお して,あ るい は また学 校 教 育 の場 や 女 性 雑 誌 な ど を とお して ,住 生

活 改 善 の気運 が盛 り上 が った。 関 東 大震 災 の震 災復 興 の た め に設 立 され た 同潤 會 も,庶 民

の 要 望 の強 さに 支 え られ て,多 くの分 譲 住 宅 を供 給 す る こ とに な る。 しか し,こ う した住

生 活 改 善 の動 き も昭 和 時 代 に入 る と衰 えて い く。
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これ らの理 由 か ら,本 研 究 で は分 析 対 象 年 代 を大 正 期 を中心 とす る デ モ ク ラ シー期 と し

た 。

年 代 を あ らわ す の に は,西 暦 を用 い,必 要 に応 じて()内 に 元 号 を 記 した 。

資 料 の 引 用 文 は,対 象 と して い る年 代 が 明 治 時 代 の お わ りか ら昭 和 時 代 の は じめ まで で

あ り,現 代 文 に近 く比 較 的 わ か りや す い の で,原 則 と して 原 文 の ま ま と した 。

2.分 析 対 象 一都 市 「中 流 住 宅 」

大 正 期 を 中心 とす る デ モ ク ラ シー 期 に,住 様 式 の 変 容 過 程 に 生 活 者 が ど うか か わ った か

と い う点 を考 察 す るの に,分 析 対 象 と して 都 市 の 「中 流 住 宅 」 を と りあ げ た の は,つ ぎの

2つ の 理 由 か らで あ る。

第1の 点 は,都 市 の 「中 流 住 宅 」 に居 住 す る人 々 は,上 流 階 層 の 住 生 活 に あ こが れ つ つ

も,経 済 的 な制 約 か らす べ て の 要 求 を満 た す こ と が で きな い の で,か え って,そ の 住 要 求

が よ り切実 で,よ り緊 急 性 の 高 い もの と い う視 点 で 精 選 され て い る と い うこ とで あ る。

第2点 目は,そ の 後 の歴 史 的 な経 過 か らみ て,こ の 当時 の都 市 「中 流 住 宅 」 の住 様 式 が,

現 代 の住 生 活 に 直 接 に 人 き な 影 響 を お よぼ して い る と い う点 で あ る。

西 山 夘 三 は,こ の 時 代 の 都 市 の 「中 流 住 宅 」 に つ い て,「 『中 流 住 宅 』 は,直 ち に 『中

産 階 級 』 あ るい は 『中 流 階 級 』 の 住 宅 で あ る とは い え な い。 そ れ ぞ れ の 問 に幾 分 の ズ レが

あ る。 しか しい わ ゆ る 『中 産 階 級 』 『中 流 階 級 』 とい うイ メー ジ とは な は だ似 通 って い て,

あ る点 で は ピ ッタ リと ダ ブ って い る こ と も事 実 で あ る。 『中 流 住 宅 』 とは 『健 全 な 中 産 階

級 』 的 住 宅 で,ぜ い た くで は な く,ま た 貧 しさで 手 の ほ ど こ しよ う もな い と い うの で は な

い,健 全 で 中 庸 の,し た が って 最 も注 目 と追 求 に値 す る住 宅 で あ る 一 とい うふ うに意 義 つ

げ され よ う と して きた が,そ の 実 体 は,『 上 流 』 を の ぞ み,そ れ を追 っか げ よ うとす る。

しか しそ の 貧 しさの た め に,許 され る 『ぜ い た く』 の 限 界 が あ る故 に,全 幅 的 に そ れ を 真

似 え な い。 した が って つ つ ま し く何 程 か を 部 分 的 に真 似 る こ とで 満 足 して ゆ こ うと い う,

身 体 は 下 に あ るが 目は 上 を 向 い て い る(そ れ こそ 「中 流 住 宅 」 の イ メー ジそ の もの で あ る)

住 宅 で あ る とい え る」7)と 定 義 して い る。

そ して さ らに,「 日本 の 住 宅 階 層 の 中 で,国 民 の 大 多 数 が 閉 じこめ られ て い る都 市 の細

民 住 宅,長 屋 ・ア パ ー トな ど と い った,し ば しば 人 間 ら しい生 活 が 否定 され て い る よ うな
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もの で は な くて,こ の層 の住 宅 は 大邸 宅 追 随 の 姿 勢 が強 く,そ れ に よ って 色 こ くひ ず め ら

れ て い るけ れ ど,狭 小 ・低 質 の 一般 庶 民 住 宅 で は と り くみ え な い い ろ い ろ な試 み が積 極 的

に な され て きた こ とで あ る。 そ れ は将 来 の国 民 諸階 層 の住 宅 改 善 に つ い て学 ぶ べ き経 験 や

成 果 を つ み 重 ね て きて い る」7)と して,こ の 時 代 の都 市 「中 流 住 宅 」 を 「現 代 住 宅 の 祖

形 」7)と 位 置 づ け て い る。

3.分 析 資 料 一r婦 人 之 友 』 誌

都 市のr中 流 住 宅 」 の住 み 方 と住 居 観 の実 態 を分 析 す るの に,資 料 と して 『婦 人 之 友 』

誌 を と りあ げ た。 この こ とに つ いて は,す こ し詳 し く検 討 を要 す るの で,別 に第1章 と し

て,『 婦 人 之 友』 誌 の資 料 的 価 値 の検 討 の章 を設 け た。

注 お よ び 引 用 文 献

1)鈴 木 賢 次(日 本 家 政 学 会編,家 政 学 事 典,朝 倉 書 店,790～791(1990))に よれ ば,「 中 廊 下 形(型)住 宅 」,

「居 間 中 心 形(型)」 住 宅 と命 名 した の は,木 村 徳 國 だ と して い るが,木 村 徳 国 の 表 題 論 文 で は,そ れ ぞ れ

「中 廊 ド形 住 宅 」,「 居 間 中心 形 住 宅 」 と な って い る、,

2)木 村 徳 國,北 大1.学 部 研 究 報 告,21,4～12(1959)に よれ ば,中 廊 下 形(型)住 宅 の社 会 的 な成 立 は1916年,

居 間 中 心 形(型)住 宅 様 式 は,1922年 の 東 京 平 和 博 住 宅 展 示 会(14棟),大 阪 桜 ヶ 丘住 宅 の 展 示 会(10数 棟)

に よ って 完 成 し,そ の 後 中 廊 下 形(型)住 宅 と居 間 中 心 形(型)住 宅 は そ れ ぞ れ 「住 み 良 き」,「 あ りた き」

住 宅 様 式 と して 存 在 して い た が,1931～32年 頃 に融 合 す る と して い る。

3)肖i∫ 子局2)20

4)西 山 夘 三,lI本 の 住 ま いII,動 草 書 房(1976)

5)内 田 浮蔵,あ め りか 屋 商 品 住 宅,住 まい の 図 書 館 出 版 局(1987)

6)国 史 人 辞 典 編 集 委 員 会,國 史人 辞 典,吉 川 弘 文 堂(1987)に よれ ば,「 大1Eデ モ ク ラ シ ー の 定 義 は 「日露 戦

争 後 か ら 大 正 末 年 に か け,政 治 の 世界 を 中 心 に,社 会 ・文化 に まで 顕 著 に あ らわ れ た 民 主 主義 的,自 由 主 義

的 傾 向 」 と され て い るが,大 正 デ モ ク ラ シー とい う用 語 は,信 夫清 三 郎 の 『大 正 デ モ ク ラ シー 史』(1954～

1959)以 来 広 く使 わ れ る よ うに な り,1960年 代 か ら1970年 代 に か け て 実 証 的 研 究 が進 ん だ が,① 定 義 が あ

い ま い で あ る ② デ モ ク ラ シー が 時 代 の1三潮 流 で は な い ③ 内 容 が デ モ ク ラ シー の 名 称 に適 合 しな い,民 本

L義 と呼 ぶ べ きで あ る な ど の理 由 か ら,未 だ 歴 史 用 語 と して は使 用 す べ きで は な い と い う見解 もあ る。1980

年 代 に 入 り,政 治 権 力 構 造 お よ び,民 衆 運 動 とそ の 統 合 過 程 に つ い て の よ り精 密 な 研 究 が進 み つ つ あ る」 と

い うことで あ る,,

7)西III夘 三,前 掲4)45～46
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